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きみつSDGs×つながる山・川・海学習プログラム
海洋教育パイオニアスクールプログラム助成金を受け、昨年

、 、度からスタートした本プログラムは 今年度は市内小学校５校

中学校２校で実施しました。

今年度新たに加わった小糸小学校では、海の恵みである海水

からとったにがりと塩、陸の恵みである小糸在来大豆から、豆

腐作りにチャレンジしました。大豆は種から育てたものです。

学校の先生方が、火にかける時間や、材料の配分などの研究を

重ね、調理実習でも豆腐が固まった時は感動的でした。

各校の特色ある活動の一部は、君津市教育センターＨＰ（右ＱＲ）でも紹介し

ておりますので、ぜひご覧ください。

副読本「きみつ学」がいよいよ完成！
さらに、助成金を活用し、君津市の地域・環境・ＳＤＧｓをテーマとして作成した副読本

「きみつ学～つながる山・川・海・人 探究百科～」がこの３月末に完成します。４月から

海洋教育実施校を優先して、順次各校に配付予定です。ぜひ総合的な学習の時間や、教科横

断的な学びで活用していただけたらと思います。目次は次のようになっております。

★周西小５年

周西の丘小５年

ワカメの種糸つけ

ブルーカーボン授業



算数・数学の授業力の向上に向けて

今年度も日々の授業改善への一助として、学力向上推進委員会で算数・数学の授業公開を行いまし
た。２回実施した公開の内容を基に、授業改善に役立つポイントをお伝えします。

＜単元名：分数（木村 青葉 先生 周西の丘小学校 第３学年）＞

授業づくりで意識した点 → ドリルパークの活用

１ 前時までの内容の確認時にドリルパークを活用し、
考え方のウォーミングアップを図る

前時までの確認・復習としてドリルパークを活用します。単位分数の
いくつ分かをおさえさせることで、本時での自力解決の際の考え方の
一助となるよう、ウォーミングアップとして活用します。
今回は、前時までの復習と、本時の考え方でも扱う単位分数について

意識をさせる問題を、事前に配信しておき、実施をしました。

２ オクリンクを自力解決・比較検討の際に活用し、考え方
の共有を図る

オクリンクを自力解決や比較検討の際に活用し、個々の考えを交流
できるようにします。クラス全員の考えが一目でわかるようオクリン
クを視覚的な面からの補助として活用することで、個々の考え方の共
有が図れるようにしました。

３ ドリルパークを習熟時に活用し、理解の定着を図る
分数の引き算の考え方や解き方を理解したら、ドリルパークを活用し

習熟を図ります。理解の定着には繰り返し練習は必須です。そこで、
ＡＩ機能が搭載された「ドリルパーク」を効果的に活用し、分数の引
き算について確実に定着が図れるようにしました。

＜単元名：単位量あたりの大きさ（荒井 悠 先生 周南小学校 第５学年）＞

授業づくりで意識した点 → 主体的・対話的で深い学びの実現

本単元では、以下の２点を意識し指導にあたりました。

① 児童が主体的に学び、粘り強く課題解決に取り組めるようにする。

② 算数科の学習における見方・考え方を広げ、基礎基本を確実に定着させる。

上記２点の達成のため、各学習過程で次の点を意識し指導に当たりました。

目 的 手 立 て

・課題意識を持たせる ・学習問題を自分の言葉で書く導入時
・問題場面の確実な把握 ・素材提示の工夫（挿絵、表、色分け、目隠し）

・解決の見通しと意欲を持たせる ・直感や見た目による予想
・課題を焦点化する ・授業構成（活動と形態）の工夫自力解決

・ 決相談・観察に自由度のある協働的な学習スタイルでの自力解
・ＴＴ指導による個別支援

・本時のねらいに迫る為、共通点や ・板書の工夫
差異点を比較する ◇児童の発表を教師がポイントをおさえて板書する比較検討

・本時のまとめにつながるキーワー ◇思考の流れが整理され、比較検討のしやすいレイアウト
「 」 （ ）ドを導き出す ・ 単位量当たりの考え をつかませるための教具の工夫 数直線

・本時の学習内容の確実な定着 ・まとめを自分の言葉で書くまとめ
・習熟の時間の位置づけ



ミライシード「オクリンクプラス」について
１人１台端末で意見共有機能として、これまで活用していた「オクリンク」と「ムーブノート」

の特徴や価値を統合し、共同編集などの新しい価値が付加されたアプリケーションが「オクリンク
プラス」です。君津市では２学期からプレ版を導入し、令和７
年４月から正式版を利用いただけます。現在利用いただいてい
る機能はそのままに、より「サクサク」動く使いやすさを実現
したアプリケーションになります。

個別学習・協働学習・振り返りをより充実させ、児
童生徒の主体的な学びの促進を目指し、各学校でぜひ
ご活用ください。詳しくは 「ミライシードファンサイ、
ト」をご覧ください。 ファンサイトQRコード⇒

特別支援教育 次年度に向け、確実な引継ぎをお願いします！！
君津市特別支援教育のキーワード 「困った子」ではなく 「困っている子」、

き 子どもの困り感に気づき み 頑張りを認め つ 支援を繋ぐ 校内支援体制づくり

、 、 。年々 君津市教育支援委員会に諮り 特別支援学級への転籍を検討する児童生徒が増えています
毎年、 です。次年度、就学相談に係る可能性の高い児童生徒については、就学相談の申込は6月

信頼関係のある現担任が今年度のうちに、保護者の意向を聞いて少しずつ進めておいていただける

就学相談年間カレンダーようお願いします。
あわせて、個別の教育支援計画、

個別の指導計画の作成と、確実な
引継ぎをお願いします。二つの計
画の扱いは以下のとおりです。
・本人や保護者の同意を得て、進
学先や進級後の担当者等に二つの
計画を使用した丁寧な説明を個別
に行う。
・転学や卒業等で学校が変更にな
る際には、原本を保護者へ渡し、
学校は写しを保管する。

日頃の指導でお困りのことはありませんか？ 【資料】【 】
読み・書きが難しい、こだわりが強い、集団 〇国立特別支援教育総合研究所

に合わせることが難しいなど、児童生徒の困難 ・ 発達障害がある子供の指導・支援のヒント」「
さは多岐にわたります。担任一人で抱え込むこ 発達障害の理解
となくチームで取り組み、外部機関も活用して 教材教具の紹介
いきましょう。 研修動画 など

校内でできること → 外部機関へ

・ インクルDB（実践事例データベース 」「 ）
合理的配慮の実践事例に
ついて、障がい種や学年
ごとに、事例を見ること
ができる。

〇千葉県総合
教育センター

HPよりダウンロード
できます。

保護者へ

・日頃の様子を聞く

・家庭での困り感

・家庭での効果的な対応は？

・さわらび相談（医師への相談）

・ほほえみ相談（就学に関して）

・こどもの発達相談

（保健師・心理士への相談）

・訪問相談員（不登校対応）

・きみつメイト

先生方へのサポート

・君津市移動センター

・君津市特別支援チーム派遣

・県アドバイザー派遣

（１・２・３学期ごと 継続OK)

スクールカウンセラー・ソーシャルワーカー

保護者との面談・児童との面談・先生方からの相談

（ソーシャルスキルトレーニング（SST）の実施）※要相談

校内で課題を共有

・教室内でできる手立ては？

・きみつっ子サポーター

・合理的配慮の検討（保護者と）

保護者 学校

千葉県総合教育センター
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［令和６年１２月１３日（金）］君津市中学校合同生徒会全体研修会オンライン開催
第１６期共通取組

に 決 定 ！「ＯＭＯＩＡＩ運動 「ＳＤＧｓ活動」」
市内７中学校の生徒会役員代表がオンラインにて集まり、君津市中学校令和６年１２月１３日（金）に

合同生徒会全体研修会を開催しました。オンライン開催とは思えないくらいの、活発な意見交換が
行われ、たいへんやる気に満ちあふれた言葉や姿が、画面越しでも伝わってきました。
また、感想からは君津市をよくしていくために、学校でしっかり取り組んでいきたいことや、令

和７年８月１９日（火）に行われる全体協議会に向けての意気込みが書かれていました。

周西南中学校と周西中学校の２校が「きみつSDGｓ×つながる山・川・海SDGs活動実践報告・・・
学習プログラム」の一環として本市の海洋教育のテーマである、山・川・海のつながりについて学
習した内容を報告しました。
２校の報告から、他校の生徒が、ブルーカーボンについて興味を持ったり、君津市の海で行われ

ていることを知る機会となり、共通取組であるSDGｓ活動を深めていく参考となる素晴らしい報告会
となりました。

共通取組について具体的な取組を話し合いました。オンラインでの話し合いで、進意見交換会・・・
「 」、「 」行が難しいなか 活発な意見交換となりました 第１６期は、 。 、 ＯＭＯＩＡＩ運動 ＳＤＧｓ活動

の２本の柱で取り組み、具体的な内容も以下のように決まりました。
ＯＭＯＩＡＩ運動 ＳＤＧｓ活動

「Thanks week」 「ありがとうの木」 ◎フードロスに関する取組
◎感謝を伝える取組 ◎ごみを減らす取組
◎すべての人が平等になる取組

※４つの重点項目を中心に各学校の実態に合わせた取組を行っていきます。

令和６年度エコキャップ回収
今年度も２回のエコキャップ回収のご協力ありがとうございました。第１回は、２９８．５０㎏（128355個）、

第2回では個数の集計はありませんでしたが、ごみ袋１２７袋分集めることができました。来年度から回収方
法は変わりますが、引き続き取組をお願いします。また、エコキャップ回収以外にも各学校で様々なSDGｓ活動
に取り組んでいます。学校での会議にiPadを活用し、ペーパーレスは当たり前になってきています。

君津市独自のプログラミング教育
市独自の取組として、令和４年度から科学工夫工作・論文展の中でプログラミング

の部をスタートしました 「ＳＤＧｓ」および「君津市」を出品条件とした作品は、年。
々レベルが上がり、来場者からも高い評価を得ています。教育センターＨＰから、い
つでも実際に作品を動かすことができますので、ぜひご覧ください。
さらに、市で特選に選ばれた作品のうち以下の４名が、全国選抜小学生プログラミ

、 。 。ング大会の千葉県大会において 見事努力賞に入選しました おめでとうございます
・寺澤晃二さん（周西小６年 「小糸川 ほたるの故郷」）
・大澤理生さん（周西小４年 「アサリで海をきれいにしよう！」）
・塚越壮真さん（周西小４年 「きみぴょんのリサイクル大作戦！」）
・棟方 旭さん（周西小２年 「ふたばちゃんと森をそだてよう」）

また、君津市では、全小中学校向けに、iPadで操作できるプログラミングロボット「Ｒｏｏｔ」
、 、 。を８０台配備し 全小中学校向けに貸し出しをして プログラミング能力の底上げを図っています


